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館林市立学校適正規模・
適正配置基本方針

未来を担う子どもたちへ、より良い教育環境をつなぐために

館林市教育委員会

１．はじめに
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児童生徒の教育条件の改善を図り、より良い教育環境を確保する

（館林市教育大綱より）

自ら学ぶ意欲とたくましく生きる力を

身につけた未来を担う子どもが育つまち

基本方針の目的

■令和６年９月

館林市教育環境に関するアンケート調査を実施

基本方針策定の経過①

■令和５年１１月１０日

令和５年度第２回総合教育会議の開催

・館林市教育環境に関するアンケート調査の実施

・基本方針を策定するための審議会設置

≪調査概要≫

・調査期間：令和６年９月４日～９月２５日

・調査方法：ＷＥＢまたは郵送（紙）

・調査対象：９，２０６人

→市立学校在籍の小４～中２児童生徒とその保護者、教職員（校長、教頭、教務主任）、

市内園在籍の未就学児保護者（年中、年長クラス）、１８歳以上の市民（無作為抽出）

・調査結果：回答者５，０４５人（回答率５４．８％）

【１学年あたりの学級数】

学級数

小学校 中学校

３学級
３学級
または４学級

【１学級あたりの児童生徒数】

児童
生徒数

小学校 中学校

２１人～３０人 ３１人～３５人

○アンケート結果より一部抜粋
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■令和７年６月４日

館林市立学校適正規模・適正配置審議会を立ち上げ

審議会委員：学識経験者、保護者や行政区の代表者、園長、小中学校長、高等学校長（計９名）

諮問事項：館林市立学校適正規模・適正配置等について

・第１回（R7.6.4） ・第２回（R7.7.23） ・第３回（R7.10.14）

・第４回（R7.11.18） ・第５回（R8.1.20）

■令和８年１月２８日

館林市立学校適正規模・適正配置審議会から館林市立学校適正規模・適正配置等について答申

館林市立学校適正規模・適正配置基本方針を策定

■令和８年３月１９日

基本方針策定の経過②

２．現状と将来予測
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館林市立小中学校の位置

■令和８年度現在、市内に小学校１１校、中学校５校 設置
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【令和８年度】

小学校では、全１１校中、

７校に学年単学級が存在

【令和８年度】

中学校では、１学年に

２学級の学校が１校存在
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３．課題とこれからの
学校教育

教職員・保護者の負担
・教職員は校務分掌の複数担当により、子どもたちと
直接向き合う時間が削られる

・保護者はＰＴＡ役員を毎年担当するなどの負担増
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夢と希望の実現に
向けた支援の充実

② 夢と希望の実現に
向けた支援の充実

１つの小学校から複数の中学校
へ分かれる「分散進学」を解消。
中１ギャップを緩和し、９年間
を見通した一貫性のある学びを
提供。

分散進学と中１ギャップとは

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中  中  中  中 多中 

         

 学校 ：分散進学が生じている 学校 

 

分散進学を解消し、
中１ギャップの緩和と

小中連携教育の
推進が必要

小中学校間の接続期に
環境や学習の変化に適
応できず、心身の不調
や学習意欲の低下、さ
らには不登校を起こす
現象

中１ギャップ

【アンケート結果より一部抜粋】 「学区の見直し等の心配な点について」

小中学生では、友達と別れる、新たな友達関係の構築など、人間関係に関する心配が最も高い。
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４．適正規模・適正配置
の基本的な考え方

が が
・特別支援学級は、学校規模にかかわらず特別に支援を要する児童生徒のために設置されるべき
ものであり、適正規模の検討対象の学級数には含めないものと考えます。
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【留意事項】

柔軟

「適正配置の基準」

小学校５校 / 中学校1校 小学校8校 / 中学校4校

（令和８年 令和１８年）

令和8年度 令和18年度

10年後

適正規模の基準を下回る
学校の増加予測
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５．学校再編の方法

規模や創立時からの経過年数にかかわらず、
対等な関係で統合します。

分散進学を解消し、９年間の小中連携を推
進する学区の見直しを目指します。

再編の対象校におけるそれぞれのよさを引
き継ぎ、新しい学校を創ります。

既存の学校施設を原則活用し、必要に応
じて改修等の整備を行います。

な

通学路の安全性と、学校と地域のこれまで
の関係を重視します。

必要や状況に応じて、移行期間を設けて通
学区域の変更を進める場合があります。

方策
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これまで地域と学校が長い時間をかけて培っ
てきた絆や伝統を尊重し、学校と地域の関係
を維持・発展していきます。

通学区域の拡大に伴い、通学路の安全点検の実施や代
替交通手段（スクールバス等）の多様な通学方法につ
いて検討するなど、警察や地域ボランティアと連携し、
子どもたちの毎日の登下校の安全確保に留意します。

使われなくなった学校の施設や敷地は、これまでの
地域の思いを汲み取り、まちづくりの視点を含めた
総合的な観点で、新たな活用方法を検討します。

新たな学校生活へ安心して移行できるよう、学校・家庭・
関係機関が連携し、子どもたちの心身の負担軽減に向けた
きめ細やかなサポート体制を構築します。

（児童生徒・保護者や地域に寄り添う配慮）学校再編を進めるにあたっての留意事項

６．学校再編の
検討エリア
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学校再編に向けた「３エリア」設定

区分です。再編後の最終的な学校数を表すものではありません。

エリア設定を検討した際の４つの観点

①児童生徒の良好な教育環境の実現

②通学時の安全

③学校と地域の連携・協働

④地域づくりの核としての学校の在り方

学校規模の確保を優先しつつも、まちづくり
の一環にもなり得ることも踏まえ「地域の教
育力」を最大限に発揮できる総合的な観点か
らみたエリア設定を行いました。

７．今後の進め方
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説明会

エリアごとの基本方針の
説明会

１

現在地

（※）

基本計画策定
（学校再編のスケ
ジュール、再編校
の候補地など）

各エリアの保護者
・地域住民へ基本
計画の説明

市民・保護者への
現状と方針説明

※【検討委員会の委員構成】
学識経験者、区長、小・中学校長、
幼稚園・保育園・こども園長、
児童生徒保護者、未就学児保護者

多様な仲間と切磋琢磨
できる新しい教育環境
のスタート

開校に向けた準備
（校名、校歌、体操着、
制服、通学安全、
PTA組織等）

現在地

（※）

今年度４月末から
５月に実施

エリアごとの
検討委員会

２
（※）

時代が急速に変化し、少子化が進む中においても、
子どもたちが多様な価値観に触れ、互いに認め合い、
切磋琢磨できる豊かな環境を守り抜く責任が私たち
にはあります。

館林市が目指すのは、「自ら学ぶ意欲とたくましく
生きる力を身につけた未来を担う子ども」の育成
です。

地域の大人が手を取り合い、持続可能で魅力的な「新しい
学校づくり」へ、ご理解とご協力をお願い申し上げます。

すべては、未来を担う
子どもたちのために


